エミさんの“２ヶ月半欧州見聞報告会”
～「地球サミット2012Japan」立ち上げとその発展に尽力されている設楽恵美さんが帰国。
約30ヶ国の人たちとの対話で捉えた欧州ソーシャル・イノベーション最新事情報告会～
（20名とアットホームな会なので、ほぼＦＢ「友達」範囲になると思われます）
主催：エミさんを囲む私的な会
日時：2011年９月29日（木）19時～　
※受付18時40分　報告は19時から約１時間
会場：都心・山手線内メトロ駅から徒歩３分
（“秘密の小部屋”。靴脱いで、リラックスでき、会話がお互いしやすい場所です。参加者に地図を送付します）
募集人数： 20名（メール先着順）
申込先：info@japangap.jp　※件名：「欧州見聞報告会」、お名前・ご所属・携帯電話記入
参加料金：4,000円（食事・ノンアルコール飲料、エミさん指定のＮＧＯへの寄付金含む）
※尚、pptによる講演中は、アルコール類は、おひとり缶ビール１本かワイン１杯、飲めない方は、ノンアルコール飲料をチョイスいただけます。


こんばんは！砂田　薫です。
さて、昨年夏より「地球サミット2012　Japan」の立ち上げ、発展に寄与されてきた設楽恵美さんが、2ヵ月半の欧州からこのたび無事帰朝されました。
“鉄は熱いうちに打て”の言葉通り、エミさんの新鮮な感覚が残っている間に、話を聞き出す“私的な”会を思い立ちました。場所の演出もちょうど、参加者が“いい感じ”にひざ詰めできる都心の小部屋を確保しました。例え面識ないとしても、それぞれ関係が遠くない参加者同士、エミさんを囲んで、談笑できる場にしたいと考えます。
　まあ、低料金に設定しているのですが、実は実費を除いて、エミさんに遅れた“餞別”を送りたいという“野望”すら持っています。
　ということで、素敵な話を聞けて、仲間内で軽く食事とちょっぴりアルコールも入れながら、話し合うひとときを共に創りましょう！
以下、エミさんのご挨拶です。

　　　　～時代の節目に考える、私たちが出来る事～欧州の事例を参考に～
こんにちは。初めてお目にかかれる方もいらっしゃるかと存じます。改めまして自己紹介をさせて頂きます。設楽恵美と申します。どうぞ宜しくお願い申し上げます（＾＾）
まずは、以下をご覧ください。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
1987年7月11日：50億人
国連がユーゴスラビア（当時）で生まれた男児を50億人目として認定しました。
1999年10月12日：60億人
ボスニア・ヘルツェゴビナの首都サラエボで生まれた男児が60億人目に認定されました。
2011年10月31日、
世界人口は70億人に到達します。
（国連人口基金情報より。http://www.70okunin.com/campaign）
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
今の時代を生きる私たちの目の前には、他に金融危機、環境問題、貧困問題、地球規模の課題が立ち塞がっています。かつてないチャレンジに私たちは向かっています。

今年3月11日に、東日本大震災、大津波、そして原発事故が発生した時に、私の頭に浮かんだのは、今後の身近な平和問題でした。そして、それを仮説を立てて自分の目で確かめてみたくて、7月2日より欧州に旅立ちました。9月17日の帰国まで訪れた場所は、ロンドン、パリ、ストラスブール、リヨン、ピサ・ルッカなどイタリア・トスカーナ地方、ローマ、バチカン、スペイン・マヨルカ島、ベルリン、デッサウ、ボン、ハンブルク、そしてジュネーブ。そこで約30カ国の人々と今、世界で何が起こっているか対話を行いました。
　地球規模の課題は、私たちの日常生活に関わっている。さて、これに対して私たちはどんなアクションが起こせるのだろうか？答えはまだ見つかっていません。誰が一番先にグッド・プラクティスを世界に提供できるか。世界中で今、そのエキサイティングな「競争」が始まっています。そんな、世界の人々からかき集めた「宝石箱」のヒントを日本に持ち帰り、それを紹介するとともに、私たちは何が出来るか、新たな解決方法を皆さんと考えてみたいと思います。

＜こんなことをお話しする予定です。＞
　・英国を立ち直らせた「クール・ブリタニカ」を生み出したロンドンのシンクタンクDemosの事例
　・アートをコミュニティにどう生かせるか：英国の事例
　・ロンドンのサステナビリティ・アクション事例 ”Hackney City Farm”
　・パリ・ユネスコビルで出会った国際NGO「ノーベル平和賞への道」
  ・ダ・ヴィンチを生んだイタリア・トスカーナで、世界20カ国29名の若手リーダーたちと経験した「もう一つの世界」
　・ドイツ産学官連携エネルギー事情
　・クウェート詩の朗読

などなど、時間の許す限りご紹介します。平日夜、ざっくばらんと皆さんで楽しめ、皆さんの今後につながる有意義なひと時がご提供出来たら幸いです。スイスのチョコレートもご馳走します（＾＾）

＊なお、本イベントで得た費用の一部は、社会的責任投資の一環として、有意義な活動をしているNGOに寄付します。（寄付先は現在検討中です。）

<プレゼンター紹介>
設楽恵美（したらえみ）
1980年生、群馬県出身。津田塾大学学芸学部国際関係学科卒。学生時代から様々なNPO・NGOに関わる。外資系企業日本法人コミュニケーション（広報・国際展示会等）担当部署責任者を経験、海外出張・発表も多数経験。一方、RADA（英国王立演劇アカデミー）、NYMT（英国ナショナル・ユース・ミュージカル・シアター）、東京国際芸術祭（現・フェスティバル・トーキョー）などアート活動も経験。模擬国連全国大会参加、上海大学、シンガポール、フランス・ニース、ドイツなどでも学び、トルコ、エストニア、メキシコでも現地生活に馴染む。合気道弐段。学生時代より、英語・フランス語・中国語・スペイン語・ドイツ語を学ぶ。日本発世界への発信、協働事業展開を視野に”Japan Brand Communication Lab.”を創り、今回のソーシャル・イノベーションツアーはその一環として行われた。
OpenIDEOメンバー。Twitterアカウント: emi_star

＜直近の活動紹介＞
・昨年夏より「地球サミット2012Japan」立ち上げ、発展に従事。
・特定非営利法人MERRY PROJECTさんのMerry Smile Action in Europe展開中。
・”ソーシャル・アート”の世界展開の可能性を模索・実施中。

＜東日本大震災支援＞
・5月15日国連大学、地球サミット”1年前”イベントWorldShift Forum2011
（インターネット視聴者8万5000人。イベントの売り上げは、東日本大震災支援金としてThink the Earth基金へ）
・5月28日六本木ヒルズチャリティイベント、特定非営利法人MERRY PROJECTさんのMerry Smile Actionに協力（いわき市など応援、集まった募金は日本赤十字社などの活動団体を通じて、被災地の復興支援へ）
・特定非営利活動法人 NPOコミュニケーション支援機構。ソーシャルネットワークを活用した広報支援に協力
・日本財団CANPANプロジェクト×”ママがママを支援する”若ママの震災復興サポートコミュニティStand for mothers（スタンドフォーマザーズ）立ち上げに協力

＜Coming Soon!＞
・楽しく知的美人をめざす女の子のためのフリーマガジンLily、10月号取材企画協力
